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議 会 だ よ り

やかげ
ＫＡＧＡＹＡＫＩ № 32耀

か が や き

令和６年２月９日

(1)

○第４回 12 月定例会 ～補正予算・条例制定、付託審査報告
○一 般 質 問＜８名＞～質問台を降りて…ひとり言
○矢掛高校 ” やかげ学 ” 実習報告～議会広報紙編集に挑戦！
○臨時企画　まちづくり懇談会
　『二十歳の夢…生まれ育った町の未来を語る』

令和６年矢掛町二十歳のつどい  実行委員会の皆さん

１月７日、開会直前！輝く笑顔で２０ポーズ
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―第６回矢掛町議会 第４回 12月定例会―

住民生活の安定へ…物価高騰対策の補正予算成立！
町独自の給付金施策を評価

　
山
岡
町
長
よ
り
招
集
さ
れ
た
12
月
定
例
会
は
、
会
期
を

９
日
間
と
定
め
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
12
月
５
日
〜
）。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
専
決
処
分
承
認
案
１
件
、
条
例

改
正
案
７
件
、
損
害
賠
償
額
決
定
案
１
件
、
字
区
域
名
称

変
更
案
１
件
、
町
道
路
線
廃
止
及
び
認
定
案
２
件
、
矢
掛

町
各
会
計
補
正
予
算
案
９
件
の
計
21
議
案
で
し
た
。

　
議
案
は
本
会
議
採
決
の
ほ
か
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
審
査
を
行
い
、
委
員
長
報
告
の
後
、
質
疑
・
討
論
を

経
て
採
決
の
結
果
、
議
会
は
全
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決

承
認
し
ま
し
た
（
主
な
議
案
の
審
査
内
容
は
次
の
通
り
）。

追
加
補
正
予
算
額
・
１
億
４
３
０
０
万
円

戸
籍
制
度
の
利
用
…
サ
ー
ビ
ス
向
上
！

政
令
改
正
に
準
じ
て
手
数
料
条
例
を
改
正

　
定
例
会
最
終
日
に
提
出

さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
７
号
）は
、
国
の

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
た
事
業
に
予
算
が

計
上
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

　
い
ず
れ
も
町
民
生
活
に

密
着
し
た
項
目
に
対
す
る

給
付
金
事
業
で
あ
り
、
内

２
事
業
は
町
独
自
の
給
付

事
業
で
、
議
会
は
こ
れ
を

評
価
し
可
決
し
ま
し
た
。

ぎかい君

各給付金事業と予算額は

以下の通りです！

みく君

各
事
業
の
給
付
対
象
や
支
給

金
額
は
ど
う
な
っ
と
る
ン
？

かなむ君

りょう君

矢
掛
町
独
自
の
給
付
内
容
は

ど
ー
な
っ
と
ん
か
な
ァ
？

ぎかい君

　

①
の
対
象

者
は
、
町
民

税
が
非
課
税

の
世
帯
と
な

り
ま
す
。

　

１
世
帯
あ
た
り
７
万
円
が

給
付
さ
れ
ま
す
。

議員Ａさん

議員Ａさん

　

②
と
③
が

町
独
自
の
給

付
事
業
で

す
！

　

②
は
１
世

広域交付制度ってなに？
…何か注意するコトはあるン？

帯
の
合
計
所
得
が
２
０
０
万

円
以
下
の
世
帯
の
う
ち
①
の

対
象
外
世
帯
に
１
世
帯
あ
た

り
３
万
円
を
、
③
は
０
歳
か

ら
18
歳
ま
で
の
子
供
１
人
に

つ
き
５
千
円
が
そ
れ
ぞ
れ
給

付
さ
れ
ま
す
！

①電力等価格高騰支援給付金事業…9,111万円
②生活支援給付金事業………………3,999万円
③子育て応援給付金事業……………1,121万円

　
戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
戸
籍
証
明
書
等
の

広
域
交
付
制
度
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
関
連
政
令
が
改
正
さ
れ
、
矢
掛
町
で
も

申
請
手
続
き
に
係
る
手
数
料
の
改
定
を
行
う
た
め
、
こ

れ
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
本
籍
地
以
外
の
市
区
町
村
の
窓
口
で
戸
籍
証

明
書・除
籍
証
明
書
を
請
求
で
き
る
制
度
で
す
。

　
本
籍
地
が
遠
方
で
あ
っ
て
も
、
現
在
の
住
居

地
や
出
先
の
勤
務
先
等
、
最
寄
り
の
市
区
町
村

窓
口
で
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
提
出
先

の
市
区
町
村
職
員
に
よ
る
本
籍
地
の
戸
籍
確
認

が
可
能
と
な
り
、
戸
籍
提
出
時
の
戸
籍
証
明
書

等
の
添
付
が
原
則
不
要
と
な
り
ま
す
。

広域交付制度とは？ このページは “やかげ学 ”の実習の一環として
矢掛高校の生徒さんと共に編集しました。☆

戸籍謄本等の交付（広域交付含む）⇒４５０円
【新規】戸籍電子証明書提供用識別符号発行
　　　　⇒４００円＜徴収しない場合あり＞

＊矢掛町手数料条例の主な改正内容＊

　どこの市区町村窓口でも戸籍
証明書等が請求できます！但し
コンピュータ化されていない一
部の戸籍等、また個人事項証明
書等は請求できないので注意が

必要！制度の概要は左記の通りですが、詳細は
役場町民課へお問い合わせ下さい。
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令
和
６
年
度

は
矢
掛
町
合
併

70
周
年
に
な
り

次
の
10
年
に
向

け
て
の
施
策
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
少
子
化
、
人
口
減
、
温
暖
化

に
よ
る
環
境
問
題
等
不
安
な
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に

正
面
か
ら
真
摯
に
取
り
組
み
、
明
る

い
未
来
に
な
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

浅 野　 毅　

自
然
災
害
・

コ
ロ
ナ
禍
の
停

滞
か
ら
立
ち
上

が
る
べ
く
『
ひ

と
・
ま
ち
・
し
ご
と
』
へ
の
適
正
な

施
策
・
予
算
措
置
が
成
さ
れ
て
い
る

か
？
…
生
活
に
密
着
し
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
は
低
下
し
て
い
な
い
か
？
町
民

の
代
表
機
関
で
あ
る
議
会
、
そ
し
て

議
員
と
し
て
常
に
執
行
部
に
問
い
掛

け
る
一
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

花 川 大 志 　
80
才
以
上
が

１
割
を
超
え
る

超
高
齢
化
社
会

を
迎
え
て
い
ま

す
。
中
山
間
地
域
で
は
人
材
不
足
と

な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
集
落

の
維
持
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
と
し
て
何
が
出
来
る
の
か
、

地
元
と
し
て
何
を
行
う
の
か
、
町
民

の
声
を
聞
き
、「
ひ
と
」
の
集
ま
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

土 田 正 雄

　
令
和
６
年
度

も
引
き
続
い
て

『
ゴ
ミ
問
題
』

『
矢
掛
高
校
の

存
続
に
向
け
た
問
題
』
の
解
決
を
主

な
取
り
組
み
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
合
併
70
周
年
の
記
念
事
業
を

強
力
に
推
し
進
め
る
と
共
に
『
か
わ

ま
ち
づ
く
り
事
業
』
を
軌
道
に
乗
せ

ら
れ
る
よ
う
町
民
の
皆
様
と
共
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

川 上 淳 司　
毎
戸
遺
跡
で

直
径
30
㎝
も
の

礎
石
が
発
掘
さ

れ
ま
し
た
。
そ

の
上
の
柱
の
大
き
さ
、
そ
れ
に
つ
な

が
る
建
物
の
規
模
な
ど
も
う
か
が
い

知
れ
ま
す
。

　
古
代
山
陽
道
と
つ
な
が
れ
ば
駅
家

跡
と
確
定
さ
れ
ま
す
。
日
本
中
の
目

が
注
が
れ
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
し
た
い
も
の
で
す
。

石 井 信 行

　
人
口
減
少
が

大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す

が
避
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
人
口
減
と
な
っ
て
も
町
民
が

安
心
し
て
心
豊
か
に
住
み
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
財
政
の
健
全
化
を
は
じ
め

『
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
』
の
た

め
に
福
祉
・
子
育
て
・
健
康
と
い
っ

た
地
域
の
課
題
を
行
政
側
に
提
言
し

議
論
し
な
が
ら
進
め
て
参
り
ま
す
。

田 中 輝 夫　
町
内
人
口
増

加
対
策
と
し
て

若
い
人
た
ち
が

安
心
し
て
子
育

て
の
で
き
る
施
設
の
充
実
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
家
が
建
て
ら
れ
る
住
環

境
、
家
族
共
々
に
働
く
こ
と
の
で
き

る
企
業
の
誘
致
、
高
齢
者
の
移
動
に

優
し
い
交
通
環
境
の
整
備
等
、
住
民

が
暮
ら
し
や
す
い
『
ま
ち
づ
く
り
』

に
し
っ
か
り
と
提
言
し
ま
す
。

岸 野 榮 治

　
人
口
が
減
少

す
る
中
で
町

民
・
地
域
の
実

情
を
直
視
し
な

が
ら
問
題
意
識
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　
自
然
災
害
に
備
え
て
農
家
の
様
々

な
懸
案
、
特
に
農
業
用
た
め
池
堤
体

改
修
な
ど
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
を
側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
べ

く
、
積
極
的
に
行
政
に
提
言
・
提
案

を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

小 塚 郁 夫　
令
和
６
年
度

重
点
的
に
取
り

組
む
課
題
と
し

て
、
昨
年
の
一

般
質
問
「
買
い
物
弱
者
に
つ
い
て
」

及
び
「
買
い
物
バ
ス
実
証
実
験
」
の

結
果
を
踏
ま
え
、
特
に
高
齢
者
の
移

動
に
係
る
交
通
体
制
の
整
備
、
ま
た

増
加
傾
向
に
あ
る
「
特
定
空
き
家
及

び
管
理
不
全
空
き
家
」
問
題
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。 原 田 秀 史

　
合
併
70
周
年

の
節
目
を
迎
え

ま
す
。
矢
掛
町

の
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
を
守
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
つ
な
が
り
を
よ
り
深
め
つ
つ
、

若
い
世
代
が
安
心
で
き
る
子
育
て
や

教
育
、
高
齢
者
に
優
し
い
福
祉
が
今

後
の
課
題
と
考
え
ま
す
。

　
皆
様
と
共
に
対
話
を
し
な
が
ら
尽

力
を
い
た
し
ま
す
。 福 田 京 子　

新
た
な
振
興

の
核
と
す
る
べ

く
『
か
わ
ま
ち

づ
く
り
計
画
』

の
進
展
を
注
視
す
る
と
共
に
、
一
連

の
観
光
交
流
人
口
の
増
進
施
策
と
し

て
小
田
地
区
に
も
光
を
当
て
る
べ
く

『
間
の
宿
』や『
干
柿
ま
つ
り
』と
い
っ

た
様
々
な
見
ど
こ
ろ
・
イ
ベ
ン
ト
を

地
区
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ

て
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

土 井 俊 彦 　
私
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
地
域
の

安
心
・
安
全
」

を
守
る
た
め
に

『
健
康
・
福
祉
の
充
実
』『
防
災
意
識

の
高
揚
』『
空
き
家
対
策
』『
農
業
振

興
』
を
掲
げ
、
引
き
続
き
施
策
の
充

実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
今
年
合
併
70
周
年
を
迎
え
、
町
民

皆
様
が
矢
掛
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と

思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

昼 田 政 義

令和６年度

～我が町展望～

　間もなくスタートする新年度…
合併70周年を迎え、次の将来を見
据えた“まちづくり”への思い・方
向性・取組について、各議員が考
える行政課題をお伝えします。
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審 議 結 果
＊矢掛町議会ホームページをご覧ください＊

http://www.town.yakage.okayama.jp/gyosei/gikai/gikai.html

“ 定例議会の審議結果 ”をクリック
やかげ観光大使

携帯電話・スマートフォン
の方はＱＲコードを読み取
りください。

10 ページ

昼
ひ る

田
た

政
ま さ

義
よ し

⑴自主防災避難訓練推進について

6 ページ

土
つ ち

田
だ

正
ま さ

雄
お

⑴鳥獣害対策について

⑵河川発生土受け入れ地（育成牧
　場跡地）整備計画について

9 ページ

浅
あ さ

野
の

　 毅
つよし

⑴「歴史的風致維持向上計画」の
　策定について

8 ページ

田
た

中
な か

輝
て る

夫
お

⑴水道事業の安全な水提供の取組
　について
⑵放課後児童クラブ利用者負担額
　軽減について
⑶不登校への支援対応について

5 ページ

石
い し

井
い

信
の ぶ

行
ゆ き

⑴かわまちづくりについて

⑵国保税について

⑶町民の要望の受付について

7 ページ

川
かわ

上
かみ

淳
じゅん

司
じ

⑴道路にある構造物について

⑵夏季の中学生の運動部の部活動
　について

12 ページ

小
こ

塚
づ か

郁
い く

夫
お

⑴本町の教育行政での防災教育に
　ついて

⑵充電設備の設置について

11 ページ

岸
き し

野
の

榮
え い

治
じ

⑴農業振興対策基金の利用状況を
　問う

⑵地域計画策定の進捗状況と取り
　進め方を問う

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

提案・要望…あれこれ聞きました！

～第4
回～

12月定例会 一般質問
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か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

　
　
入
札
案
内
は
「
参
入
企
業

が
な
け
れ
ば
電
通
西
日
本
と
の

随
意
契
約
に
移
行
」
と
い
う
電

通
西
日
本
あ
り
き
の
内
容
だ
。

そ
の
電
通
西
日
本
は
事
前
に
実

証
実
験
を
行
い
デ
ー
タ
を
持
っ

て
い
る
。

　
ま
た
参
加
資
格
書
の
提
出
期

間
も
５
日
と
短
く
、
他
企
業
の

参
入
を
お
さ
え
る
入
札
案
内
は

公
正
・
公
平
さ
を
欠
い
て
い
る

の
で
は
な
い
か
？

　
　
建
設
課
長

　
　
技
術
提
案
参
加
資
格
確
認

申
請
書
は
主
に
法
人
に
関
す
る

も
の
で
あ
り
書
類
は
町
が
様
式

を
用
意
し
て
い
た
の
で
時
間
的

な
も
の
に
問
題
な
く
、
公
正
・

公
平
さ
を
欠
く
も
の
で
は
な
い
。

　
　
東
京
五
輪
を
巡
る
独
占
禁

　
　
止
法
違
反
で
告
発
さ
れ
た

電
通
グ
ル
ー
プ
は
14
府
省
庁
と

４
都
道
府
県
１
市
か
ら
指
名
停

止
処
分
を
受
け
て
お
り
、
ま
た

か
と
町
民
の
不
安
・
不
信
が
増

す
の
で
、
一
旦
契
約
を
見
直
す

べ
き
で
は
な
い
か
？

　
　
副
町
長

　
　
電
通
西
日
本
は
グ
ル
ー
プ

で
は
あ
る
が
別
会
社
。
子
会
社

で
も
な
く
、
岡
山
県
等
の
指
名

停
止
に
も
な
っ
て
い
な
い
。

　
　

国
民
健
康
保
険
の
現
状
、

　
　
物
価
高
騰
等
の
中
、
国
保

税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
ら
町

民
の
生
活
は
大
変
に
な
る
の
で

何
と
し
て
も
税
率
を
上
げ
な
い

よ
う
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
。

　
　
健
康
子
育
て
課
長

　
　
現
状
の
保
険
税
率
維
持
は

困
難
で
あ
り
、
見
直
し
が
遅
れ

れ
ば
上
昇
幅
拡
大
の
可
能
性
も

あ
る
の
で
可
能
な
限
り
早
急
に

見
直
し
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
　
町
長

　
　
財
政
状
況
や
将
来
見
通
し

に
懸
念
が
あ
る
が
、
社
会
経
済

状
況
等
を
踏
ま
え
判
断
す
る
。

　
　
国
保
の
医
療
給
付
を
全
体

　
　
で
減
ら
す
べ
く
自
助
努
力

を
重
ね
る
町
民
の
た
め
、
健
康

促
進
へ
の
補
助
金
を
し
っ
か
り

出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
町
長

　
　
健
康
づ
く
り
は
幅
広
い
分

野
だ
。
施
策
と
し
て
今
ま
で
以

上
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　
町
民
の
要
望
を
受
け
付
け

　
　
る
基
準
は
何
か
？
道
路
標

示
に
限
っ
て
た
ず
ね
る
。

　
　
建
設
課
長

　
　
通
学
路
点
検
で
の
要
望
箇

所
を
最
優
先
に
整
備
す
る
ほ
か

安
全
性
確
保
の
た
め
緊
急
を
要

す
る
も
の
は
早
急
に
対
処
。

石
い し

井
い

信
の ぶ

行
ゆ き

議 員

問

問問

問

問

答

答答 答

答答
ひ

り

と

言

質
問
台
を
降
り
て
…

　
浄
水
場
の
時
に
は
、
岡

山
県
か
ら
営
業
停
止
処
分

を
受
け
て
い
た
の
に
、
矢

掛
町
に
呼
び
込
ん
だ
。
電

通
西
日
本
は
岡
山
県
に
処

分
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と

言
う
の
は
ご
都
合
主
義
。

公正公平な入札・契約を望む！
国保税…税率を上げない取組を！
　“ 町民要望 ” の受付基準は？

かわまちづくり計画予定地（小田川）
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鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て
問

　
　
う
。
農
地
と
農
地
の
間
に

耕
作
放
棄
地
が
あ
る
と
イ
ノ
シ

シ
等
の
隠
れ
場
所
と
な
る
。
こ

の
草
刈
り
に
対
し
て
「
ハ
ン

マ
ー
ナ
イ
フ
モ
ア
」
は
貸
し
出

せ
な
い
か
？

　
ま
た
電
柵
や
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
の
更
新
・
修
理
に
対
し
て

補
助
を
行
っ
て
は
ど
う
か
？ 

　
　
産
業
観
光
課
長 

　
　
ハ
ン
マ
ー
ナ
イ
フ
モ
ア
は

耕
作
放
棄
地
解
消
事
業
と
し
て

貸
し
出
し
て
い
る
。
過
去
３
年

間
の
利
用
実
績
は
５
件
と
少
な

く
今
年
度
の
利
用
は
な
い
。

　
鳥
獣
害
対
策
は
町
内
多
く
の

地
域
の
懸
案
・
要
望
で
あ
り
、

同
機
械
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て

は
前
向
き
に
検
討
す
る
。 

　
電
柵
・
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

の
更
新
・
修
理
は
、
引
き
続
き

集
落
で
管
理
し
て
ほ
し
い
。 

　
　
平
成
30
年
災
害
以
降
、
小

　
　
田
川
等
の
河
道
掘
削
工
事

の
発
生
土
を
宇
角
育
成
牧
場
跡

地
へ
搬
入
し
て
い
る
が
地
元
説

明
会
で
の
約
束
の
工
事
が
行
わ

れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
る
の
で

あ
れ
ば
、
大
雨
時
の
地
元
住
民

の
不
安
は
解
消
さ
れ
な
い
。
県

と
の
基
本
協
定
書
の
中
で
、
矢

掛
町
と
し
て
の
対
応
を
問
う
。 

土
つ ち

田
だ

正
ま さ

雄
お

議 員

問

問

問

答

答

答
ひ

り

と

言

質
問
台
を
降
り
て
…

　
一
度
も
草
刈
り
を
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

維
持
管
理
が
全
く
で
き
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
矢
掛
町
と
し
て

責
任
の
あ
る
対
応
、
ま
た

説
明
責
任
を
求
め
ま
す
。

鳥獣害対策…補助の見直しを求む！
宇角育成牧場跡地整備計画を問う
安全性を含めた維持管理を！

宇角育成牧場跡地の荒れ地の現状

　
　
建
設
課
長 

　
　
令
和
４
年
度
か
ら
５
年
度

の
河
川
掘
削
発
生
土
は
育
成
牧

場
跡
地
へ
搬
入
し
て
い
な
い
。

水
路
工
や
仮
設
沈
砂
池
は
盛
土

完
了
工
区
で
は
施
工
済
み
で
あ

り
、
同
じ
く
暗
渠
排
水
溝
は
盛

土
完
了
箇
所
に
つ
い
て
は
施
工

済
み
で
あ
る
。
基
本
協
定
の
定

め
に
基
づ
き
、
今
後
は
県
と
協

議
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　
現
地
は
草
刈
り
が
一
度
も

　
　
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
の
り

面
も
確
認
で
き
な
い
状
況
だ
。

地
元
の
安
全
確
保
、
維
持
管
理

を
ど
う
す
る
の
か
を
問
う
。 

　
　
副
町
長 

　
　
草
刈
り
も
行
っ
て
お
ら
ず

現
場
は
荒
れ
地
の
状
態
で
管
理

が
で
き
て
い
な
い
。
県
工
事
で

は
あ
る
が
県
と
の
協
定
に
基
づ

き
、
町
と
し
て
維
持
管
理
・
安

全
確
認
に
努
め
た
い
。

ハンマーナイフモア（自走式草刈機）
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国
道
４
８
６
号
線
沿
い
に

　
　
あ
る
バ
ス
停
（
西
町
・
中

町
・
東
町
）

は
小
田
川
へ

せ
り
出
し
て

お
り
危
険
。

町
内
の
構
造

物
は
ど
の
よ

う
に
点
検
し

て
い
る
か
？

　
　
建
設
課
長

　
　
バ
ス
停
３
か
所
ほ
か
道
路

の
構
造
物
は
道
路
管
理
者
が
管

理
し
て
い
る
。
橋
や
ト
ン
ネ
ル

な
ど
の
重
要
構
造
物
に
つ
い
て

も
安
全
確
認
及
び
法
定
点
検
を

適
切
に
実
施
し
て
い
る
。

　
　
道
の
駅
周
辺
の
歩
道
整
備

　
　
を
行
う
予
定
は
？

　
　
建
設
課
長

　
　
道
の
駅
周
辺
の
歩
道
未
整

備
箇
所
に
つ
い
て
は
、
道
路
管

理
者
で
あ
る
岡
山
県
に
対
し
て

既
に
要
望
し
て
い
る
。

　
　
中
学
校
の
部
活
動
で
の
熱

　
　
中
症
対
策
と
し
て
、
次
年

度
か
ら
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

の
利
用
が
で
き
な
い
か
？

　
　
教
育
課
長

　
　
夏
季
の
中
学
校
部
活
動
に

つ
い
て
は
熱
中
症
事
例
も
な
く

適
切
な
対
応
が
で
き
て
い
た
。

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
教
育

の
目
的
で
使
用
す
る
時
は
中
学

校
に
限
ら
ず
小
学
校
・
認
定
こ

ど
も
園
・
保
育
園
の
使
用
時
は

空
調
を
含
め
全
額
免
除
で
使
用

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

ア
リ
ー
ナ
の
使
用
に
つ
い
て
は

空
調
を
含
め
大
会
・
練
習
試
合

は
全
額
免
除
だ
が
、
練
習
時
は

空
調
使
用
料
は
有
料
と
な
る
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
練
習

　
　
で
は
空
調
使
用
が
減
免
で

き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
至

急
検
討
し
て

い
た
だ
き
た

い
。

夏
場
の
指
導

方
法
に
つ
い

て
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て

い
る
の
か
？

　
　
教
育
課
長

　
　
空
調
の
利
用
に
つ
い
て
は

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
運
営

委
員
会
を
は
じ
め
各
種
団
体
と

意
見
調
整
を
行
い
た
い
。

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
指
導

（
通
知
）
は
「
熱
中
症
予
防
５

カ
条
」
と
し
て
ま
と
め
、
既
に

メ
ー
ル
に
て
通
知
し
て
い
る
。

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の

対
応
の
検
討
は
一
歩
前
進
だ
。

今
後
も
熱
中
症
対
策
を
怠
ら
な

い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

川
か わ

上
か み

淳
じゅん

司
じ

議 員

問

問

問問

答

答提
言

答答

ひ

り

と

言

質
問
台
を
降
り
て
…

　
安
全
と
健
康
は
、
全
て

に
お
い
て
優
先
さ
れ
る
事

項
で
す
。
こ
の
こ
と
を
町

民
の
皆
様
と
確
認
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

構造物の安全確保は大丈夫か！
海洋センターのエアコン活用を！

Ｂ＆Ｇ海洋センター  アリーナ

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
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本
町
水
道
事
業
に
つ
い
て

　
　
水
質
検
査
・
安
全
性
及
び

水
道
管
の
更
新
状
況
を
問
う
。

　
　
上
下
水
道
課
長

　
　
本
町
で
は
国
登
録
の
指
定

検
査
機
関
で
定
期
検
査
を
実
施

し
て
お
り
、
浄
水
全
51
項
目
で

基
準
値
を
満
た
し
て
い
る
。

　
水
道
管
更
新
は
今
年
度
末
で

残
延
長
は
３
０
０
ｍ
、
令
和
７

年
度
に
更
新
完
了
す
る
予
定
。

　
　
寒
波
に
よ
る
水
道
管
凍
結

　
　
防
止
の
啓
発
と
断
水
に
備

え
て
給
水
車
保
有
の
考
え
は
？

　
　
上
下
水
道
課
長

　
　
各
家
庭
内
の
給
水
装
置
の

凍
結
防
止
依
頼
な
ど
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
有
線
放
送
、
広
報

紙
等
を
利
用
し
啓
発
を
行
う
。

　
給
水
車
の
所
有
は
難
し
く
各

避
難
所
に
災
害
用
組
立
式
給
水

タ
ン
ク
を
配
備
し
て
い
る
。

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利

　
　
用
者
負
担
額
軽
減
免
除
制

度
の
有
無
と
補
助
に
対
す
る
町

と
し
て
の
方
針
と
見
解
は
？

　
ま
た
各
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
町

で
統
一
す
る
考
え
は
な
い
か
？

　
　
健
康
子
育
て
課
長

　
　
町
全
体
の
子
育
て
支
援
策

の
中
で
保
護
者
の
経
済
的
負
担

軽
減
の
追
加
対
策
が
必
要
か
ど

う
か
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
来
年
策
定
の
「
子
ど

も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の

中
で
、
保
護
者
や
関
係
者
の
意

見
を
聞
き
検
討
し
た
い
。

　
町
と
し
て
一
つ
の
ク
ラ
ブ
へ

の
統
一
は
将
来
的
な
選
択
肢
の

一
つ
と
考
え
る
が
現
時
点
で
は

各
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
委
員
会
の

主
体
性
を
尊
重
し
た
い
。

田
た

中
な か

輝
て る

夫
お

議 員

問問

問

問

答

答

答

答

安全な水供給のための取組強化を！ 
放課後児童クラブ…負担軽減を！
不登校生徒…支援・対応の現状は？

ひ

り

と

言

質
問
台
を
降
り
て
…

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
も

子
育
て
支
援
策
の
対
象
で

あ
り
経
済
的
負
担
額
軽
減

措
置
を
提
言
し
ま
す
。

　
　
不
登
校
へ
の
支
援
対
応
と

　
　
取
組
を
問
う
。
関
連
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔
授
業

に
つ
い
て
問
う
。

　
　
教
育
長

　
　
小
・
中
学
校
に
登
校
支
援

員
・
教
育
支
援
員
を
配
置
し
、

中
学
校
に
は
専
用
教
室
を
設
置
。

独
自
施
策
で
は
「
ひ
ま
わ
り
の

家
」
を
設
置
し
、不
登
校
児
童・

生
徒
に
個
別
支
援
を
実
施
。

　
教
育
課
と
し
て
は
関
係
機
関

と
の
連
携
を
密
に
し
組
織
的
に

不
登
校
対
策
に
取
り
組
む
。

　
ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
た
遠
隔
授
業
に
よ
り

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
勉
学
等

に
遅
れ
が
な
い
よ
う
、
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

水質検査の行われる浄水場

放課後児童クラブの学習風景
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「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上

　
　
計
画
」
は
『
地
域
に
お
け

る
歴
史
的
風
致
の
維
持
向
上
に

関
す
る
法
律
（
以
下
、
歴
史
ま

ち
づ
く
り
法
）』
の
施
行
に
伴

い
策
定
さ
れ
る
も
の
で
、
国
交

省
・
文
科
省
・
農
水
省
の
共
管

で
あ
る
。

　
こ
の
法
律
は
歴
史
的
風
致
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
を
踏
ま

え
、
文
化
財
行
政
と
ま
ち
づ
く

り
行
政
の
連
携
で
こ
れ
を
後
世

に
継
承
す
る
取
組
を
国
が
支
援

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画

の
申
請
に
は
重
点
区
域
を
定
め

る
な
ど
条
件
が
あ
る
が
、
矢
掛

町
は
そ
の
条
件
が
整
っ
て
い
る

と
考
え
る
。
同
計
画
の
認
定
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
、
町
並
み
環
境

整
備
事
業
、

都
市
公
園
事

業
、
都
市
再

生
整
備
計
画

事
業
、
環
境

改
善
推
進
事

業
、
歴
史
的

観
光
資
源
高

質
化
事
業
、

生
き
た
歴
史

体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
事
業
な

ど
国
の
支
援

措
置
が
受
け

ら
れ
る
こ
と

に
あ
る
。

　
全
国
で
は

90
の
自
治
体
が
認
定
を
受
け
て

お
り
、
岡
山
県
内
で
は
高
梁
市

と
津
山
市
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
当
町
も
申
請
す
べ
き
と
思
う

が
担
当
課
の
見
解
を
問
う
。

問

答

ひ

り

と

言

質
問
台
を
降
り
て
…

　
過
去
３
回
歴
史
的
風
致

維
持
向
上
計
画
を
提
議
し

ま
し
た
。
今
回
の
質
問
で

は
計
画
の
メ
リ
ッ
ト
を
強

調
し
た
つ
も
り
で
す
。
あ

る
程
度
の
理
解
は
得
ら
れ

た
と
思
い
ま
す
。
早
期
実

現
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

歴史的風致維持向上計画の策定を！
歴史かおる文化のまちを後世に！

文化財の継承で地域振興を！

浅
あ さ

野
の

　 毅
つよし

議 員

　
　
教
育
課
長　

　
　
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
を
活

用
し
て
歴
史
と
文
化
の
か
お
る

ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
は
検
討
に
値
す
る
内
容
。

　
同
計
画
で
は
町
内
の
文
化
財

の
中
か
ら
特
に
歴
史
的
風
致
を

維
持
向
上
さ
せ
る
べ
き
重
点
区

域
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
町
内
に
は
本
陣
・
脇
本
陣
を

含
む
重
伝
建
地
区
の
ほ
か
に
も

文
化
財
が
多
数
点
在
し
て
い
る

が
詳
細
な
調
査
が
な
さ
れ
て
お

ら
ず
、
教
育
課
と
し
て
は
文
化

財
の
保
存
と
活
用
を
全
町
的
に

網
羅
し
た
『
文
化
財
保
存
活
用

地
域
計
画
』
を
策
定
し
、
歴
史

的
評
価
が
出
来
得
な
か
っ
た
文

化
財
に
も
光
を
当
て
ま
ち
づ
く

り
に
活
か
す
こ
と
が
先
決
で
あ

り
、
国
と
同
様
に
町
と
し
て
も

教
育
課
だ
け
で
な
く
横
断
的
な

対
応
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
確
実
な
我
が
町
の
文
化
財
の

継
承
に
よ
っ
て
地
域
の
振
興
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

＊ 歴史的風致の概念 ＊
歴史上、重要な建造物及び周辺の市街地と人々の営みが
一体となった「歴史的風致」⇨　計画の対象
　 〇 維持及び向上により個性豊かな地域社会の実現
　 〇 都市の健全な発展と文化の向上に寄与

歴史と伝統を反映した
人々の営み・生活・活動

歴史上価値の高い建造物
及びその周辺の市街地
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自
主
防
災
避
難
訓
練
の
推

　
　
進
に
つ
い
て
問
う
。

①
避
難
訓
練
の
実
施
割
合
は
？

②
避
難
訓
練
を
い
か
に
し
て
推

進
す
る
か
？

③
役
場
の
避
難
訓
練
の
実
施
は

い
つ
か
？
ま
た
、
災
害
時
の
手

順
・
行
動
・
連
絡
網
を
職
員
は

熟
知
し
て
い
る
か
？

　
　
総
務
防
災
課
長

　
　
①
に
つ
い
て
は
実
地
移
動

の
避
難
訓
練
の
ほ
か
、
図
上
訓

練
と
し
て
地
図
上
で
危
険
個
所

や
避
難
経
路
の
確
認
等
の
座
学

や
避
難
所
運
営
な
ど
防
災
訓
練

の
実
施
は
、
令
和
４
年
度
４
地

区
で
８
回
延
べ
３
５
０
名
、
令

和
５
年
度
は
予
定
を
含
め
６
地

区
で
10
回
延
べ
５
５
０
名
以
上

の
方
々
が
参
加
し
て
い
る
。

　
②
に
つ
い
て
は
、
避
難
行
動

に
支
援
が
必
要
な
方
を
対
象
に

個
別
避
難
計
画
の
作
成
を
推
進

し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
避
難
訓
練
、
個
別

避
難
計
画
の
作
成
な
ど
に
つ
い

て
は
、
専
門
的
な
知
見
を
も
っ

た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
に
助
言

を
い
た
だ
け
る
国
・
県
の
事
業

を
積
極
的
に
活
用
す
る
。

　
③
に
つ
い
て
は
、
役
場
内
の

大
規
模
な
避
難
訓
練
は
平
成
19

年
に
実
施
し
、
庁
舎
以
外
の
公

共
施
設
で
は
、
毎
年
避
難
訓
練

を
実
施
し
て
い
る
。初
動
対
応
、

災
害
時
の
手
順
、
行
動
に
つ
い

て
周
知
し
、
機
会
を
と
ら
え
て

訓
練
を
行
い
、
実
効
性
を
確
保

し
た
い
。

　
　
町
は
自
主
防
災
組
織
の
防

　
　

災
訓
練
を
推
進
す
る
の

か
。
ま
た
、
防
災
訓
練
を
実
施

し
や
す
い
環
境
作
り
を
考
え
て

い
る
か
。

昼
ひ る

田
た

政
ま さ

義
よ し

議 員

問

問

答

答
ひ

り

と

言

質
問
台
を
降
り
て
…

　
自
主
防
災
組
織
の
避
難

訓
練
が
活
発
に
な
る
こ
と

を
望
み
ま
す
。

自主防災組織の避難訓練を
　　　　　いかに推進するか !!!

高柳町内会避難訓練状況

消火訓練の様子

内閣府主催の避難訓練（中川地区）

　
　
町
長

　
　
現
在
の
自
主
防
災
組
織
活

動
支
援
の
補
助
制
度
で
は
対
象

経
費
の
補
助
率
は
８
割
と
な
っ

て
い
る
。

　
今
後
は
訓
練
・
研
修
な
ど
の

ソ
フ
ト
事
業
に
つ
い
て
制
度
の

見
直
し
を
検
討
し
た
い
。
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イノシシに荒らされた田

75歳以上の耕作者(赤色)と中心経営体の耕作者
分布図(里山田)
〇こうした資料を基に地域計画を策定していく

　
　
農
業
振
興
対
策
基
金
に
つ

　
　
い
て
次
の
３
点
を
問
う
。

①
有
害
鳥
獣
侵
入
防
止
柵
整
備

支
援
事
業
の
利
用
概
況
。

②
農
地
流
動
化
助
成
金
事
業
の

実
績
。

③
農
業
共
済
収
入
保
険
助
成
事

業
の
経
過
状
況
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
い
ず
れ
も
令
和
５
年
10
月

末
現
在
の
状
況
と
し
て
は
、
①

に
つ
い
て
は
１
件
９
万
３
千
円
、

②
に
つ
い
て
は
37
件
６
４
１
万

８
千
円
、
③
に
つ
い
て
は
現
在
、

岡
山
県
農
業
共
済
組
合
井
笠
支

所
へ
申
請
書
類
等
の
取
り
ま
と

め
を
依
頼
し
て
お
り
、
２
月
上

旬
に
補
助
金
交
付
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
　
鳥
獣
被
害
の
予
防
対
策

へ
は
多
数
の
地
域
要
望
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
申
請
件
数
は

低
調
だ
。
利
用
し
や
す
い
制
度

と
し
て
、
項
目
内
容
の
再
考
を

早
急
に
お
願
い
す
る
。

　
　
10
年
後
の
地
域
農
業
の
将

　
　
来
を
設
計
す
る
地
域
計
画

策
定
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
町
内
全
域
の
18
集
落
に
お

い
て
、
地
域
農
業
の
将
来
の
在

り
方
を
定
め
た
人
・
農
地
プ
ラ

ン
を
令
和
２
年
度
に
実
質
化
し

て
い
る
。
現
在
行
っ
て
い
る
地

域
で
の
話
し
合
い
の
場
に
お
い

て
調
整
及
び
協
議
し
て
い
き
た

い
。
矢
掛
町
の
農
地
が
適
切
に

利
用
さ
れ
る
よ
う
農
地
の
集
約

化
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
地
域
で
の

話
し
合
い
の
場
を
増
や
す
な
ど
、

関
係
者
と
十
分
協
議
を
図
り
な

が
ら
地
域
計
画
を
策
定
し
た
い
。

岸
き し

野
の

榮
え い

治
じ

議 員

問

問

答

答

農業振興対策基金運用
10 年後の地域計画策定進捗

ひ

り

と

言

質
問
台
を
降
り
て
…

　
防
護
柵
と
地
域
計
画
策

定
に
よ
り
矢
掛
の
豊
か
な

大
地
と
緑
が
守
ら
れ
る
と

い
い
ね
。

　
　
　

地
域
計
画
を
策
定
し
、

目
標
地
図
と
し
て
作
成
す
る
作

業
は
、
将
来
の
構
想
が
出
来
、

皆
に
理
解
さ
れ
、
共
有
さ
れ
る

こ
と
が
策
定
作
業
に
は
重
要
で

あ
る
。
充
分
な
話
し
合
い
の
中

農
地
が
将
来
へ
わ
た
り
守
ら
れ

る
こ
と
を
お
願
い
す
る
。

提
言

提
言
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自
然
災
害
の
中
で
自
分
の

　
　
身
は
自
分
で
守
る
防
災
教

育
の
重
要
性
は
一
段
と
増
し
て

い
る
。
子
育
て
世
代
や
多
く
の

町
民
共
通
の
懸
案
事
項
と
考
え

る
が
、
特
に
教
育
現
場
に
お
い

て
、
保
育
園
、
小
学
校
、
中
学

校
の
現
状
を
問
う
。

①
防
災
教
育
を
年
間
何
時
間
程

　
度
行
っ
て
い
る
の
か
？

②
ど
う
い
っ
た
内
容
の
授
業
で

　
避
難
訓
練
を
行
う
の
か
？

③
保
育
園
の
防
災
教
育
（
避
難

　
訓
練
）
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

　
て
い
る
の
か
？

　
　
教
育
課
長

　
　
①
小
・
中
学
校
で
は
約
30

時
間
程
度
の
防
災
教
育
を
行
う
。

学
校
安
全
年
間
計
画
を
立
て
毎

月
各
学
年
で
１
年
を
通
し
て
防

災
教
育
を
行
う
等
し
て
い
る
。

②
避
難
訓
練
は
年
間
４
時
間
を

計
画
し
、
地
震
・
火
災
・
不
審

者
を
想
定
し
て
全
学
年
一
斉
に

実
施
す
る
。
土
砂
災
害
、
洪
水

想
定
訓
練
を
行
う
学
校
も
あ
る
。

　
　
健
康
子
育
て
課
長

　
　
③
自
分
で
判
断
し
て
行
動

す
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
紙
芝

居
等
で
地
震
や
火
災
の
恐
ろ
し

さ
・
行
動
を
保
育
の
中
で
話
し
、

自
然
に
防
災
教
育
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
火
災
は
毎
月
１
回
、

風
水
害
・
地
震
・
防
犯
は
そ
れ

ぞ
れ
年
１
回
実
施
し
て
い
る
。

　
　
万
一
の
災
害
発
生
時
、
保

　
　
護
者
へ
の
連
絡
方
法
は
？

　
　
教
育
課
長

　
　
情
報
配
信
メ
ー
ル
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
教
育
委
員
会
や
各
学

校
の
状
況
、
児
童
・
生
徒
の
安

否
等
の
情
報
を
保
護
者
の
携

帯
や
パ
ソ
コ
ン
に
連
絡
す
る
。

メ
ー
ル
は
電
話
よ
り
通
信
が
容

易
で
情
報
の
伝
達
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
え
、
一
度
に
多
数
の
保
護

者
に
情
報
を
届
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

問

問

問

答答 答

答

答
ひ

り

と

言

質
問
台
を
降
り
て
…

　
脱
炭
素
化
問
題
で
も
う

少
し
提
案
す
れ
ば
よ
か
っ

た
で
す
。

本町の教育行政での防災教育は？
充電設備の設置について問う

情報配信システムにより
保護者宛に届いたメール

↑現在、道の駅にある急速充電設備

　
　
健
康
子
育
て
課
長

　
　
災
害
に
備
え
て
お
迎
え
体

制
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、

保
育
支
援
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
連

絡
す
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
令

和
４
年
度
に
導
入
し
全
て
の
保

護
者
が
登
録
し
て
お
り
、
ス
マ

ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
連
絡
が
取

れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
　
脱
炭
素
化
の
動
き
が
加
速

　
　
す
る
中
、
本
町
の
中
山
間

小
こ

塚
づ か

郁
い く

夫
お

議 員

地
域
や
運
動
公
園
に
急
速
充
電

設
備
等
設
置
の
可
否
を
問
う
。

　
　
町
民
課
長

　
　
本
町
と
し
て
今
後
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
の
中
で
脱

炭
素
化
社
会
実
現
へ
の
一
つ
と

し
て
Ｅ
Ｖ
の
普
及
促
進
を
図
る

必
要
が
あ
る
。
公
共
施
設
へ
の

充
電
設
備
に
つ
い
て
効
率
的
、

効
果
的
な
場
所
の
選
定
を
含
め

関
係
各
課
と
協
議
す
る
。
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普通科２年
（総合コース）

地域ビジネス科２年

　
「
地
域
で
学
び
、
地
域
を
支
え
る
活
動
」
を

重
視
す
る
矢
掛
高
校
で
は
、
地
域
連
携
の
一
環

と
し
て
「
や
か
げ
学
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
私
た
ち
は
町
づ
く
り
の
基
本
姿
勢

を
学
び
つ
つ
、
同
じ
施
設
に
一
年
間
通
っ
て
、

大
人
に
混
じ
っ
て
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
、
私
た
ち
は
「
役
場
の
職
場
体
験
」
の

中
で
「
議
会
だ
よ
り
」
編
集
に
参
加
し
ま
し
た
。

町
議
会
定
例
会
の
様
子
を
中
心
に
、
広
報
記
事

の
編
集
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
編
集
に
参
加
し
た
紙
面
は
、
２
頁

と
こ
の
頁
で
す
。
こ
こ
で
は
、
私
た
ち
が
参
加

し
て
感
じ
た
こ
と
を
取
り
上
げ
ま
す
。

普段は経験できない体験ができて　
楽しかったです・

知らない言葉ばかりで難しかったです・

貴重な体験ができてよかったです・

　
や
か
げ
学
で
参
加
し
て
み

て
、
議
会
で
あ
っ
た
こ
と
を

簡
潔
に
伝
え
る
よ
う
に
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
難
し
か
っ
た
こ
と
が
多

く
あ
り
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

谷
許
　
遼

　
実
際
に
参
加
し
て
、
知
ら

な
い
言
葉
ば
か
り
で
難
し

か
っ
た
け
れ
ど
質
問
さ
れ
た

り
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
が
あ

れ
ば
自
分
の
意
見
を
ど
ん
ど

ん
言
う
こ
と
が
大
切
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

藤
井
咲
羽

　
や
か
げ
学
で
、
町
議
会
で
の

広
報
紙
作
成
に
初
め
て
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
思
っ
て
い
た
よ
り
も
明
る
い

雰
囲
気
で
会
議
を
行
い
、
と
て

も
有
意
義
な
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

立
間
叶
夢

　
議
会
だ
よ
り
を
初
め
て
見

て
、
文
字
や
表
に
表
す
と
き

構
成
を
一
か
ら
考
え
て
町
民

の
方
に
伝
わ
り
や
す
く
工
夫

さ
れ
て
い
る
の
を
知
っ
て
大

変
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

三
好
彩
花

　
私
は
、
や
か
げ
学
の
議
会

事
務
局
で
の
活
動
を
通
し

て
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

よ
り
理
解
を
深
め
、
よ
り
良

い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

坂
川
未
来

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
の

活
動
に
参
加
し
て
み
て
よ
く

分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で

と
て
も
難
し
か
っ
た
で
す
。

難
し
か
っ
た
内
容
を
理
解
で

き
る
よ
う
に
勉
強
が
ん
ば
り

ま
す
。

阿
部
瑛
太

私たち矢掛高校生が議会広報紙編集に挑戦しました！(令和５年12月21日・令和６年１月11日参加）
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＊井原地区消防組合議会＊

＊井原地区清掃施設組合議会＊

＊笠岡市・矢掛町中学校組合議会＊

＊西部衛生施設組合議会＊

　
同
組
合
議
会
は
広
島
県

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び

中
高
一
貫
校
の
県
立
広
島

叡
智
学
園
に
て
視
察
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　
不
登
校
生
徒
の
個
別
最

適
な
居
場
所
・
学
び
の
場

の
必
要
性
や
、
国
際
的
な

視
野
を
育
む
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
重
要
性
に
つ
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
質
疑

を
行
い
、
教
育
の
原
点
を

あ
ら
た
め
て
考
え
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
同
組
合
議
会
は
山
口
県

周
南
市
・
岩
国
市
の
ゴ
ミ

処
理
施
設
に
て
視
察
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　
ゴ
ミ
の
処
理
過
程
で
の

資
源
物
回
収
と
再
資
源
化

や
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
新
法

へ
の
取
組
、
ま
た
施
設
の

焼
却
余
熱
は
売
電
及
び
温

浴
施
設
の
運
営
に
有
効
利

用
す
る
な
ど
、
エ
コ
ロ

ジ
ー
な
循
環
型
シ
ス
テ
ム

の
構
築
は
、
今
後
の
参
考

と
な
る
実
例
で
し
た
。

　
同
組
合
議
会
は
大
分
県

日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合

に
て
大
規
模
風
水
害
へ
の

対
策
な
ど
に
つ
い
て
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　
同
地
域
は
度
重
な
る
自

然
災
害
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
経
緯
か
ら
、
各
防

災
機
関
と
の
連
携
体
制
を

構
築
し
て
お
り
参
考
と
な

る
も
の
で
し
た
。
そ
の
他

災
害
時
の
ド
ロ
ー
ン
物
流

の
確
立
な
ど
今
後
必
要
な

取
組
を
学
び
ま
し
た
。

　
同
組
合
議
会
は
高
知
県

香
南
清
掃
組
合
ま
ほ
ろ
ば

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
視

察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
で
は
廃
棄
物

の
焼
却
時
に
生
じ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
の
発

電
や
、
焼
却
熱
を
回
収
し

て
温
水
施
設
へ
の
供
給
を

行
う
な
ど
、
サ
ー
マ
ル
リ

サ
イ
ク
ル
（
焼
却
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
再
利
用
す
る
リ
サ

イ
ク
ル
手
法
）
の
有
用
性

が
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

令和５年度　矢掛町議会常任委員会・井笠圏域組合議会

先進地事例を我が町の事業・施策に活かす！
【 視 察 研 修 報 告 】



15

(15)

　
同
委
員
会
は
所
管
の
施

策
事
業
に
関
し
て
研
修
を

行
う
た
め
、
10
月
31
日
か

ら
11
月
２
日
ま
で
先
進
地

視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
滋
賀
県
近
江
八
幡

市
で
は
、
重
伝
建
地
区
の

町
並
み
保
存
と
空
き
家
の

店
舗
活
用
、
更
に
観
光
客

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
の

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
全
て
の
取
組
に
関
連
性

が
あ
り
、
色
々
な
工
夫
が

な
さ
れ
る
中
、
会
議
や
相

　
同
委
員
会
で
は
我
が
町

の
懸
案
事
項
の
一
つ
で
あ

る
公
共
交
通
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
先
進
地
で
あ
る

広
島
県
安
芸
太
田
町
で
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　
様
々
な
交
通
体
系
の
実

証
実
験
を
経
て
、
現
在
は

『
定
額
タ
ク
シ
ー
』
の
運

行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
町
内
な
ら
ど
こ

で
も
定
額
負
担
で
タ
ク

シ
ー
が
利
用
で
き
る
と
い

う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
既
存
の
デ
マ
ン
ド
交
通

歴史ある風情（重伝建）を残す近江八幡市

地域通貨：morica（モリカ）
住民生活に合ったサービスを展開

若者の活動拠点施設（旧村田邸”村半”）
自由な発想で若者が活用できる施設

多面的機能の増進施策に
関する研修を行う

地元若者と連携した公民館活動により
“寄り添う地域社会”を作る…研修風景

工夫された中山間地域への
移住促進施策を学ぶ

談
な
ど
「
地
域
住
民
の
協

働
」
の
も
と
実
行
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
重
要
性
を
学

び
ま
し
た
。

と
統
合
し
て
交
通
網
の
再

編
を
行
い
、
利
便
性
の
高

い
公
共
交
通
体
制
を
構
築

し
て
い
ま
し
た
。

　
更
に
地
域
通
貨
に
よ
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
交
付

し
た
カ
ー
ド
で
タ
ク
シ
ー

料
金
の
ほ
か
民
間
事
業
所

で
の
買
い
物
等
の
支
払
い

も
で
き
、
町
内
経
済
の
活

性
化
を
も
促
進
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
の
推
進
と
平
行

し
て
構
築
さ
れ
た
こ
の
シ

ス
テ
ム
は
、
今
後
の
我
が

町
の
公
共
交
通
の
在
り
方

に
大
い
に
参
考
と
な
る
事

業
で
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
山
口
県
萩
市

　
次
に
岐
阜
県
高
山
市
で

は
、
重
伝
建
地
区
の
町
家

を
活
用
し
、
若
者
に
よ
る

地
域
活
性
化
を
推
進
す
る

た
め
の
拠
点
施
設
を
視
察

し
ま
し
た
。

　
市
内
外
の
若
者
が
様
々

な
活
動
・
交
流
を
通
じ
て

地
域
の
魅
力
を
知
り
、
町

へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育
み

と
周
南
市
で
は
中
山
間
地

域
の
課
題
対
処
に
準
じ
た

取
組
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

「
関
係
人
口
」
の
創
出
に

つ
な
げ
る
こ
の
取
組
は
、

矢
掛
町
に
も
反
映
す
べ
き

と
思
え
る
事
業
で
し
た
。

　
福
井
県
越
前
市
で
の
研

修
内
容
は
公
民
館
を
活
動

の
拠
点
と
し
た
青
年
と
地

域
の
関
係
を
構
築
す
る
と

い
う
事
業
で
し
た
。
若
者

と
時
間
を
共
有
し
「
穏
や

か
に
つ
な
が
る
」
と
い
う

テ
ー
マ
は
今
後
の
矢
掛
の

ま
ち
づ
く
り
に
大
い
に
参

考
と
な
る
も
の
で
し
た
。

　
認
定
農
業
者
へ
の
農
地

の
集
積
や
景
観
作
物
・
新

規
就
農
者
へ
の
支
援
な
ど

中
山
間
地
の
抱
え
る
課
題

対
処
に
大
い
に
参
考
と
な

る
研
修
で
し
た
。

若
者
に
よ
る
ま
ち
の
未
来
づ
く
り
・
若
者
と
連
携
し
た
公
民
館
活
動

総
務
文
教
常
任
委
員
会

全
町
的
な
交
通
弱
者
へ
の
有
効
対
策
は
？
…
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
町
へ

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

歴
史
と
文
化
…
地
域
の
魅
力
を
知
り
誇
り
と
愛
着
を
育
む

公
共
交
通
と
地
域
通
貨
…
新
た
な
交
通
体
制
構
築
を
学
ぶ
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臨
時
企
画
　
―
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
【
二
十
歳
の
つ
ど
い
実
行
委
員
取
材
録
】
―

二
十
歳
の
夢
…
生
ま
れ
育
っ
た
町
の
未
来
を
語
る

　
令
和
６
年
１
月
７
日
、
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
華
や
か
に

『
矢
掛
町
二
十
歳
の
つ
ど
い（
旧
成
人
式
）』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
で
は
、
町
内
在
住
の
20
歳
を
迎
え
ら
れ

た
同
催
し
の
実
行
委
員
会
の
方
々
を
お
招
き
し
、
今
の
矢
掛
の
町

を
俯ふ

瞰か
ん

し
な
が
ら
、
青
年
と
し
て
の
「
未
来
の
町
へ
の
思
い
」
を

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
参
考
に
す
る
べ
く
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
若
者
た
ち
が
、
い
ま
思
い
抱
く
「
ま
ち
」
へ
の
感
慨
と
は
？
…

賑
わ
い
創
出
を
ベ
ー
ス
に
、
変
ぼ
う
著
し
い
生
ま
れ
育
っ
た
町
の

未
来
を
語
り
ま
す
（
収
録
日
・
令
和
５
年
11
月
25
日
）。

小
塚
委
員
長　
ま
ず
ご
参
会
い

た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
若
い
人
た
ち
の
町
に
対
す
る

思
い
、
ま
た
町
の
将
来
像
な
ど

様
々
な
観
点
か
ら
の
ご
意
見
を

お
聞
き
し
、
議
会
と
し
て
今
後

の
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
参
考
と

【
参
加
者
】

＊
実
行
委
員
会
＊

矢
掛
町
議
会

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長

さ
ん

渡わ
た

邉な
べ

力り
き

也や

委
　
員

さ
ん

古こ

城じ
ょ
う

佳か

奈な

委
　
員

さ
ん

原は
ら

田だ

舜し
ゅ
ん

也や

『
矢
掛
町
二
十
歳
の
つ
ど
い
』

花
川
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）　
懇
談
の
前

に
、
現
在
こ
の
町
に
暮
ら
し
て

い
る
中
で
「
賑
わ
い
創
出
」
と

い
う
町
の
環
境
変
化
を
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
る
か
、
現
況
に

対
す
る
二
十
歳
の
方
々
の
認
識

や
感
慨
を
お
聞
き
し
た
い
。

渡
邉
さ
ん　
最
近
の
商
店
街
は

変
わ
り
、
道
の
駅
と
か
も
観
光

客
や
人
が
増
え
た
と
感
じ
る
。

　
電
柱
も
無
く
な
り
街
は
良
く

な
っ
て
い
る
な
と
感
じ
る
。

し
た
い
の
で

忌
憚
の
な
い

ご
発
言
を
お

願
い
す
る
。

古
城
さ
ん　
商
店
街
を
中
心
に

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
若

い
子
の
間
で
も
特
定
の
お
店
が

話
題
に
上
る
な
ど
、
町
の
良
い

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

評
判
を
聞
く
の
は
、
も
う
当
た

り
前
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

原
田
さ
ん　
大
名
行
列
を
は
じ

各
イ
ベ
ン
ト
の
盛
り
上
が
り
が

す
ご
い
と
感
じ
る
。
街
な
か
で

友
達
に
会
う
機
会
も
増
え
た
。

〇町の賑わい・生活環境
〇就業問題・通勤環境
〇 子 育 て・ 教 育 問 題

（豊かさ）

（家族生活）

（育成環境）

◆
質
問
項
目
◆

ト
ー
ク
テ
ー
マ

矢
掛
町
は
住
み
た
い
町
か
？
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子
育
て
や
教
育
に
回
す
こ
と
が

で
き
、
家
計
も
助
か
る
は
ず
。

　
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
住
み
や

す
さ
暮
ら
し
や
す
さ
に
な
る
。

45
分
か
ら
で
、
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ

の
時
間
帯
と
重
な
り
渋
滞
は
ど

う
し
よ
う
も
な
い
け
ど
、
そ
れ

ほ
ど
苦
に
は
感
じ
な
い
。

本
も
読
め
る
。

原
田
さ
ん　
倉

敷
市
内
へ
自
家

用
車
で
通
学
し

て
お
り
約
１
時

間
10
分
。

　
１
限
が
８
時

花
川
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）　
賑
わ
い
創

出
・
観
光
振
興
は
町
民
に
定
住

を
意
識
さ
せ
て
い
る
が
実
際
に

通
学
す
る
皆
さ
ん
の
感
覚
は
？

渡
邉
さ
ん　
総
社
市
内
へ
通
学

し
て
お
り
約
40
分
程
度
。
そ
れ

ほ
ど
渋
滞
は
な
く
ス
ム
ー
ス
。

古
城
さ
ん　
倉
敷
市
内
へ
の
通

学
は
自
家
用
車
と
電
車
の
乗
り

継
ぎ
で
約
１
時
間
。
渋
滞
を
避

け
て
こ
の
よ
う
に
し
て
お
り
、

小
塚
委
員
長　
近
隣
市
は
充
分

通
学
・
通
勤
圏
内
と
確
認
で
き

た
。
都
市
に
隣
接
す
る
矢
掛
町

と
し
て
は
、
ア
ク
セ
ス
道
路
や

公
共
交
通
を
整
備
し
、
住
環
境

が
良
け
れ
ば
若
い
世
代
の
定
住

は
望
め
る
と
推
測
で
き
る
。

岸
野
委
員　
道
や
橋
が
整
備
さ

れ
、
矢
掛
も
都
市
通
勤
圏
と
な

っ
て
お
り
、
地
価
の
高
い
市
域

に
家
を
建
て
な
く
て
も
よ
く
な

り
そ
の
分
を
家
庭
生
活
、
特
に

花
川
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）　
観
光
振
興

に
よ
る
賑
わ
い
創
出
で
、
町
民

自
身
が
町
の
素
晴
ら
し
さ
に
気

づ
く
な
ど
少
し
ず
つ
意
識
は
変

わ
っ
て
来
て
お
り
、
若
い
世
代

に
は
良
い
影
響
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
有
り
難
い
こ
と
に

矢
掛
は
古
い
も
の
を
再
生
し
て

後
世
に
残
す
こ
と
で
人
々
か
ら

評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

古
城
さ
ん　
賑
や
か
で
不
便
が

あ
ま
り
無
か
っ
た
ら
、
大
学
と

か
働
く
場
所
に
も
よ
る
が
、
こ

の
町
に
住
も
う
と
い
う
人
は
多

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

小
塚
委
員
長　

賑
わ
い
創
出
は

つ
ま
り
定
住
施

策
の
一
環
。

土
井
委
員　
自

分
の
住
む
町
に

誇
り
を
持
つ
こ

と
が
出
来
れ
ば

一
層
愛
着
も
湧

く
は
ず
。

を
訪
れ
、
矢
掛
の
良
さ
が
更
に

広
ま
り
賑
わ
う
と
思
う
。

岸
野
委
員　
い
つ
も
町
に
観
光

客
が
来
て
賑
わ
う
と
田
舎
暮
ら

し
も
い
い
と
思
え
る
の
で
は
。

古
城
さ
ん　
町
が
安
定
し
て
い

る
と
思
う
し
昔
の
矢
掛
と
違
う

と
感
じ
る
。
町
に
帰
っ
た
時
に

観
光
客
な
ど
が
増
え
て
い
る
の

を
見
た
ら
な
ん
だ
か
嬉
し
い
し

こ
れ
か
ら
の
町
が
楽
し
み
。

決
め
た
。

原
田
さ
ん　
町

民
側
か
ら
「
観

光
に
力
を
入
れ

る
べ
き
」
と
の

声
が
あ
っ
た
か

ら
進
め
ら
れ
た

の
で
は
？

　
観
光
産
業
が

発
展
し
た
ら
外

国
人
と
か
も
町

花
川
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）　
人
口
減
少

が
進
む
中
、
町
は
賑
わ
い
創
出

推
進
の
た
め
観
光
振
興
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
ど
う
思
う
か
？

渡
邉
さ
ん　
こ
の
町
に
住
み
た

い
と
思
っ
て
も
ら
う
に
は
「
良

い
所
だ
」
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と

が
動
機
づ
け
に
な
る
と
思
う
。

福
田
副
委
員
長　
私
は
こ
の
町

に
12
年
前
に
移
住
し
た
が
、
や

は
り
良
い
所
と
感
じ
て
移
住
を

活
気
！
変
わ
り
行
く
街
…
賑
わ
う
町
に
つ
い
て
思
う
こ
と
は
？

生
活
基
盤
…
通
学・通
勤
の
不
便
、更
に
働
く
場
所
は
あ
る
か
？

岡山駅

総社駅

電車で

約35分

電車で

約1時間

電車で

約25分

自家用車で

約30分

矢掛駅

倉敷駅

笠岡駅
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渡
邉
さ
ん　
総
社
市
内
の
高
校

へ
進
学
し
た
が
矢
中
出
身
者
は

友
達
と
切
磋
琢
磨
し
た
こ
と
が

良
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。

古
城
さ
ん　
私
は
倉
敷
市
内
の

商
業
科
の
高
校
へ
進
学
し
た
が

る
人
も
多
く
、
矢
中
は
す
ご
い

な
と
感
じ
て
い
た
。

原
田
さ
ん　
地
元
の
高
校
へ
進

学
し
た
が
半
分
以
上
は
町
外
の

が
多
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。

成
績
が
優
秀

で
レ
ベ
ル
が

高
い
と
感
じ

た
。
矢
中
で

ス
ポ
ー
ツ
で

も
矢
中
出
身

者
は
優
秀
で

運
動
が
で
き

人
だ
っ
た
。

　
矢
中
出
身

の
人
は
勉
強

が
で
き
る
人

小
塚
委
員
長　
相
対
的
に
矢
掛

中
学
で
の
学
習
環
境
は
皆
さ
ん

に
と
っ
て
有
意
義
で
あ
っ
た
と

捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
矢
掛
の

教
育
に
対
す
る
取
組
の
一
定
の

評
価
に
な
る
と
思
う
。

花
川
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）　

子
育
て
・

教
育
の
環
境
整
備
は
定
住
化
を

推
進
す
る
上
で
重
要
な
取
組
。

　
こ
れ
か
ら
親
世
代
と
な
る
皆

さ
ん
に
と
っ
て
、
就
職
、
そ
し

て
子
育
て
・
教
育
な
ど
人
生
設

計
を
す
る
上
で
、
こ
れ
か
ら
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
い
い
の
で
ご
意
見
を

お
聞
き
し
た
い
。

渡
邉
さ
ん　
矢
掛
町
に
住
む
と

し
て
、
家
を
建
て
る
と
な
っ
た

時
、
新
し
い
分
譲
地
で
周
り
に

若
い
世
代
が
多
け
れ
ば
、
家
も

建
て
や
す
い
と
思
う
し
、
自
分

の
子
供
に
と
っ
て
も
良
い
環
境

だ
と
思
う
の
で
、
そ
う
い
っ
た

分
譲
地
を
整
備
し
て
欲
し
い
。

原
田
さ
ん　
私
の
実
家
は
そ
う

い
っ
た
環
境
で
子
育
て
世
代
の

家
ば
っ
か
り
だ
っ
た
。

人
づ
く
り
は
町
づ
く
り
！
教
育
や
子
育
て
…
感
じ
る
こ
と
は
？

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊住み良い町やかげ ～ 何でも提案 ～ 定住化促進の夢プラン＊

☞鳥取県知事の「スタバはないが日本一のスナバはある」とのコメントに民間企業が反応し
　実際に出店した事例を参考に、実現性の有無は考慮せず、こういった施策・施設が我が町
　にあればとの観点から、懇談の中で出た意見です。

○通勤補助…井原線を利用しての岡山市・倉敷市・総社市、井原市・福山市への定期券補助
○義務教育給食費補助…町内の小学校（７校）と中学校（１校）の児童・生徒の給食費補助
○定期バス運行…矢掛から新倉敷駅への朝・夕：２便の定期バスが運行されれば…
○ファーストフード出店…ハンバーガー等の販売を行う２４時間営業の店舗の開設への期待
○中・高校生が集える場所…ショッピングモール、女性ファッション店舗があれば…
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ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
《
お
わ
り
》

花
川
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）　
矢
掛
町
の

子
育
て
に
対
す
る
施
策
は
近
隣

市
町
に
比
べ
て
大
変
手
厚
い
。

　
同
時
に
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー

ン
に
対
す
る
様
々
な
補
助
施
策

も
充
実
し
て
い
る
。
先
ほ
ど
の

住
環
境
の
ご
意
見
に
も
対
応
し

て
お
り
、
若
い
皆
さ
ん
の
要
望

と
合
致
し
て
い
る
。

　
最
後
に
懇
談
で
感
じ
た
こ
と

分
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
総
体
的

な
感
想
を
お
聞
き
し
た
い
。

渡
邉
さ
ん　
こ
の
度
の
懇
談
で

自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
町
の
こ

と
が
い
ろ
い
ろ
分
か
っ
た
。

　
自
分
が
住
ん
で
い
る
矢
掛
の

ま
ち
づ
く
り
に
私
た
ち
の
世
代

と
し
て
、
何
ら
か
の
形
で
関
わ

っ
て
行
け
た
ら
嬉
し
く
思
う
し

夢
を
形
に
し
て
い
き
た
い
。

古
城
さ
ん　
倉
敷
と
か
へ
出
て

い
る
中
で
、
段
々
と
変
わ
っ
て

い
く
矢
掛
の
町
を
見
て
い
る
と

こ
こ
へ
住
み
た
い
、
生
活
す
る

の
も
い
い
の
で
は
と
思
っ
た
。

　
自
分
た
ち
の
要
望
が
町
を
変

え
る
ん
だ
な
と
感
じ
た
。

原
田
さ
ん　
自
分
が
知
ら
な
い

と
こ
ろ
で
町
で
は
い
ろ
い
ろ
な

政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
教
え
ら
れ
た
。
ず
っ
と
矢
掛

に
住
ん
で
い
る
が
、
二
十
歳
に

な
り
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
見

る
目
が
変
わ
っ
て
き
た
。

岸
野
委
員　
若
い
人
と
話
し
合

う
機
会
は
あ
ま
り
な
く
二
十
歳

の
人
の
考
え
は
斬
新
で
年
代
格

差
を
感
じ
る
も
の
の
、
大
い
に

参
考
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

土
井
委
員　
町
の
振
興
は
ま
ず

夢
を
語
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

　
今
後
も
若
い
人
の
視
点
か
ら

大
い
に
夢
を
語
っ
て
欲
し
い
。

福
田
副
委
員
長　
懇
談
の
中
で

矢
掛
の
良
さ
を
あ
ら
た
め
て
再

認
識
さ
れ
た
の
で
は
と
思
う
。

　
議
会
は
今
後
も
若
い
世
代
の

お
話
し
を
お
聞
き
し
な
が
ら
情

報
交
換
も
含
め
て
、
こ
れ
か
ら

も
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
ヒ
ン
ト

を
得
た
い
と
考
え
る
の
で
そ
の

旨
お
願
い
し
閉
会
と
す
る
。
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町 び と 讃 歌
議
会
だ
よ
り 

─ 

や
か
げ 

─

令
和
６
年
２
月
９
日　
第
32
号

□
編

集
／

矢
掛

町
議

会
広

報
広

聴
常

任
委

員
会

（
議

会
事

務
局

）
〒

714-1297 （役場専用） 岡
山

県
小

田
郡

矢
掛

町
矢

掛
3018　

☎
0866（

82）1119　
FA

X 0866（
82）9020

□
発

行
／

矢
掛

町
議

会
　

　
□

発
行

責
任

者
／

矢
掛

町
議

会
議

長
　

花
川

大
志

　

令
和
６
年
も
一
ヵ
月
余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
年
も
本
紙

を
通
じ
て
町
政
・
議
会
活
動
を
広
報
し
て
ま
い
る
所
存
で
す

が
、
前
31
号
の
表
記
間
違
い
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
３
ペ
ー
ジ
の
公
営
企
業
会
計
決
算
報
告
で
病
院
事
業

会
計
を
「
地
域
開
発
事
業
」
と
表
記
し
て
い
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
「
病
院
事
業
会
計
」
で
す
。
委
員
総
掛
か
り
で

校
正
を
行
い
ま
し
た
が
何
と
も
詰
め
が
甘
い
結
果
に
…
。

　

委
員
長
と
し
て
の
本
年
一
年
の
テ
ー
マ
は
辰
年
だ
け
に

『
画
竜
点
睛
』と
致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
《
委 

員 

長
》

　

※
訂
正
⇩
第
31
号
３
ペ
ー
ジ
の
誤
表
記
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　個人や団体を問わず、趣味や文化講座・生涯学習・ボラン
ティアなど様々なジャンルで明るく元気に活動されている
“町びと”を取材し、豊かな我が町「やかげ」を紹介します。

　
物
や
情
報
が
溢
れ
、
絶
え
ず
何
か
に
追
わ
れ
る
様
な
忙
し
い
現
代

を
生
き
る
私
た
ち
は
、
い
つ
の
ま
に
か
心
に
余
裕
が
持
て
な
く
な
り

相
手
に
対
す
る
思
い
や
り
や
気
遣
い
が
希
薄
に
な
り
、
逆
に
相
手
の

言
葉
に
対
し
、
感
情
が
制
御
で
き
ず
、
攻
撃
的
な
態
度
を
と
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
感
情
に
心
が
支
配
さ
れ
る
と
、
ち
ょ
っ
と

し
た
き
っ
か
け
で
怒
り
が
爆
発
し
、
対
人
関
係
が
悪
く
な
っ
た
と
い

う
経
験
は
誰
も
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
は
「
心
の
中
に
、
怒
り
に
対
抗
で
き
る
も
の
を
持

つ
べ
き
だ
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
感
情
を
受
け
止
め
向
き
合
い
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
に
は
自
身
を
客
観
的
に
捉
え
る
と
共
に
、
心
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
の
「
心
に
余
裕
と
い
う
ス
ペ
ー
ス
」
を
持
つ
こ
と

が
必
要
で
す
。
ス
ペ
ー
ス
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
人
に
対
す
る
寛
容
さ

や
思
い
や
り
、
ま
た
感
謝
の
気
持
ち
が
育
ま
れ
る
こ
と
に
よ
る
相
乗

効
果
に
よ
り
人
々
の
絆
が
高
ま
る
住
み
や
す
い
社
会
を
願
い
ま
す
。

こころ音
ね

心
に
ス
ペ
ー
ス
を原

田
秀
史

矢
掛
町
議
会

議
　
員

議員閑話

農事組合法人 山ノ上干柿組合 の皆さん

編 集 後 記

　
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
見
送
ら

れ
て
来
た
山
ノ
上
地
区
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
『
干
柿
ま
つ
り
』。

　
令
和
５
年
12
月
24
日
―
４
年

ぶ
り
22
回
目
の
ま
つ
り
開
催
に

組
合
員
を
は
じ
め
地
区
住
民
の

皆
さ
ん
は
歓
喜
の
表
情
…
。

　
平
成
27
年
の
法
人
設
立
か
ら

今
ま
で
に
は
「
苦
労
が
あ
っ
た

な
ぁ
」
と
山
岡
威
代
表
理
事
。

　
現
在
、
組
合
の
登
録
出
資
数

は
30
数
件
あ
る
も
の
の
高
齢
化

な
ど
の
事
由
で
実
働
者
は
パ
ー

ト
さ
ん
を
含
め
て
も
20
名
弱
。

　
丹
精
を
込
め
て
作
り
上
げ
る

干
柿
は
年
間
５
〜
６
万
個
の
数

に
の
ぼ
り
、
人
の
手
を
介
す
る

作
業
だ
け
に
、
そ
の
継
続
に
は

「
現
状
を
見
る
と
一
抹
の
不
安

が
あ
る
…
」
と
山
岡
さ
ん
。

　
我
が
町
が
誇
る
山
ノ
上
地
区

の
伝
統
食
文
化
で
あ
る
干
柿
を

次
世
代
に
つ
な
げ
る
担
い
手
の

育
成
は
、
決
し
て
こ
の
地
区
の

皆
さ
ん
だ
け
の
問
題
で
は
な
い

の
で
は
…
と
感
じ
ま
し
た
。

　
町
内
外
の
多
く
の
方
々
か
ら

高
い
評
価
を
得
て
い
る
山
ノ
上

の
干
柿
は
矢
掛
町
ブ
ラ
ン
ド
認

定
品
と
し
て
、
ま
た
オ
レ
ン
ジ

色
の
カ
ー
テ
ン
を
な
び
か
せ
る

季
節
の
風
物
詩
と
し
て
「
い
つ

ま
で
も
残
し
て
い
き
た
い
」
と

穏
や
か
な
笑
顔
で
山
岡
さ
ん
は

静
か
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
採

用
し
て
い
ま
す

数年ぶりのまつり開催を前に入念な
会議を行うなど苦労もありました。

干柿職人の逸品を求める来場者


